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６月４日の遺族会で、ボランティア（受付・案内係など）をしてくださる方は、　　　　１１：００までに会場にお越しください。（ファシリテーターをして下さる方は１０：００）

★遺族会の年間予定　…………………………………………………………・・

１年分の遺族会の日程が決まりました。 
・２００６年６月４日（日）１３:００開場１３:３０開始
・２００６年８月２０日（日）１３:００開場１３:１５開始
・２００６年１０月１日（日） １３:００開場１３:１５開始

・２００６年１２月３日（日） １３:００開場１３:１５開始
・２００７年２月２５日（日） １３:００開場１３:１５開始
会場は全て、日本福祉大学名古屋キャンパス　北館です。（名古屋市中区千代田５－２２－３５）
· 地下鉄鶴舞線『鶴舞』駅下車２番（もしくは３番）出口から北へ徒歩２分 

· ＪＲ中央線『鶴舞』駅下車鶴舞公園口より北へ徒歩２分
★遺族会の開始時刻が変わります　……………………………………………・・

「分かち合いの時間をもっと長く」とのお声を多くいただきましたため、

２００６年８月２０日（日）の遺族会より、開始時刻を１５分早めます。

１３：００受付開始、１３：１５スタートと致します。どうぞよろしくお願い致します。

★ご寄付いただきました…………………………………………………………・・
	北野様　金５0,000円

「報道特集」をご覧になった、東京都在住の北野様が、送金してくださいました。

大切に使わせていただきます。ありがとうございました。


★郵送会員の会費を、後期は５００円とします　……………………………・・

会からのお知らせを郵送で受け取りたい方には、切手代・封筒代・コピー代の実費分として、年会費を１０００円いただいておりました。事務管理上、郵送会員の年度を１月～１2月としているため、１２月に申し込まれても１０００円頂戴することとなっており、運営委員から「申し訳ないな」との声があがりました。今後は、以下のように致します。

１月～６月末までのお申し込み（前期）…１０００円（これまでどおり）
７月～１２月末までのお申し込み（後期）…５００円

★日本ホスピス在宅ケア研究会全国大会　自死遺族ケア部会企画………・・

当会の母体である、日本ホスピス在宅ケア研究会の全国大会が、今年は神戸で行われます。

以下の日程で自死遺族ケア部会が行われます。
テーマ：「自死遺族支援を考える」

日時：6月25日（日）午後1時半～4時半　於）神戸国際会議場
プログラム　

１、「自死遺族はなぜ生き辛いのか？　～遺された者のこころ～」　30分

◎講師　梁　勝則　日本ホスピス在宅ケア研究会理事

２、TBS報道特集「自死遺族の現状」（本年3月12日）から自死遺族の生を学ぶ　20分

３、パネルディスカッション　「自死遺族支援を考える」　120分

パネラー

◎当事者である支援者の立場から

　鷹見　



　　リメンバー名古屋　代表

梁　誠崇　　　



　　リメンバー神戸　実行委員

◎当事者でない支援者の立場から

近藤　浩子　～カウンセラーの立場から～　
　　リメンバー名古屋　実行委員

　井上　久美子　～市民ボランティアの立場から～　　リメンバー福岡　代表

司会　梁　勝則　研究会理事

★「遺族の思い」作文の締め切りせまる　……………………………………・・
締め切りは６月末ですが、「もう少し日にちが欲しい」という方はお申し出ください。
また、６月末の時点で、集まった原稿数が少ない場合は、期日延長もあります。
第１５回　『全国学校事故・事件を語る会』集会のご案内……………・・

＜以下、転載＞

第１５回　『全国学校事故・事件を語る会』
（大）集会へのご案内

《日時》　２００６年６月３日（土）、４日（日）

《会場》　『パレス神戸』

神戸市中央区下山手通５－１－１６
ＴＥＬ　078-371-7800

　　　　　　ＪＲ元町駅西口から北へ徒歩５分

この一年の間にも、子どもたちの尊い命の灯火がいくつか消えてしまいました。

消えていった命の中には、学校や教師や指導者がほんの少しの注意や配慮をすることで救われたであろう命がありました。学校が関係する事故・事件の中には、いじめや「指導」の名による暴力などによって、自らの命を絶ってしまった事例も数多くあります。

　本年の「全国学校事故・事件を語る会」の（大）集会では、子どもの自殺に目を向け、子どもたちを自殺に追い込んでしまう学校の実状や、遺族の心情、事件後のケアのあり方などに視点を当て、二日間にわたり集会を開き、二日目にはパネルディスカッションを行います。

　学校事故・事件の被害者や遺族だけでなく、教育・福祉関係者や法曹関係者、報道関係者、またさらに『学校は安全だ』と信じている一般の保護者にも多くの参加を呼びかけます。

　　　　　・参加者には会場費としてお一人５００円を徴収させていただきます。

　　　　　・遺族、被害者として参加される場合には、パレス神戸での宿泊を手配します。

　　　　　・宿泊費用は一泊朝食付きで、部屋により多少前後しますが６,０００円程度になります。

· 夕食、親睦会費は別途徴収します。

· 参加者のプレイバシーの保護については、報道関係者への協力を求めます。
　

《主催および連絡先》　全国学校事故・事件を語る会
 代表世話人　内海千春FAX 0791-66-1108　e-mail  HQC00120@nifty.com

 代表世話人　宮脇啓子FAX 072-759-4711 e-mail  miyawaki-katuya@mtc.biglobe.ne.jp
第１５回（大）集会の日程

【６月３日（土）】　　　　　　　受付　午後１２：３０～

　　　《交流・情報交換会》

午後　１：００～４：３０

　　　　　　　　　　　　　　　学校での事故・事件の被害者・遺族を中心として、会員相互の交流や

情報交換を行います。

午後　６：００から夕食を兼ねた懇親会 （会場はカフェサロン　プラネッツにて）

                                パレス神戸より東へ徒歩５分  078-332-1034

【６月４日（日）】　　　　　　　受付　午前９：００～
＝午前の部＝　午前９：３０～１２：００

　　　《パネルディスカッション》　
　　　　　テーマ　「子どもの自殺から考える」

　　　　　＝なぜ子どもたちは死に追いつめられたのか、学校に責任はないのか​＝
· パネラー

　　野田正人　（立命館大学　おうみ被害者支援センター理事長　臨床心理士）

　　武田さち子（「あなたは子どもの心と命を守れますか！」著者WAVE出版）

　　安達和美　（全国学校事故・事件を語る会　会員）

　　　　　　　井田紀子　（全国学校事故・事件を語る会　会員）

　　　　　　　内海千春　（全国学校事故・事件を語る会　代表世話人）

　　　　　・コーディネーター　

望月　彰（大阪府立大学）

　　　　　　　パネルディスカッション終了後　　（昼食・休憩）

　＝午後の部＝　午後１：００～5：００
　　　　《意見交換会》　（パネラーを交えて）　午後１：００～３：３０

　　　　　《個別相談》

　　学校事故・事件で困っておられる方の相談に応じます、ご希望の方は、受付までお申し出ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午後３：３０～５：００

＜転載、ここまで＞

★連絡先、その他　………………………………………………………………・・
■e-メール：remember_nagoya@yahoo.co.jp 

■FAX：020-4668-8925　(電話ではありません)　■郵便：〒458-8799　緑郵便局留め

■メールマガジン：登録はこちらから→　http://mini.mag2.com/i/m/M0033699.html
※「mag2from」という差出人名で、「ミニまぐ登録受付」という題名のメールが届きますので、

そのメール本文の中のホームページアドレスを押してください。そのメールを捨ててしまうと、登録が完了しません。
☆郵送会員の方は年会費をお願い致します。

作文、ようやく書きはじめています。私の場合、昔住んでいた家の間取り図や、ふるさとの家の近所の地図などをまず、手で書いてみることにしています。そうすると、いろんなことが思い出せて書きやすいですよ。

リメンバー名古屋自死遺族の会　鷹見



今回の会場は、日本福祉大学　名古屋キャンパス　です。（　各線「鶴舞」駅　）
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